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◆
酷
暑
日
の
定
義

　
今
年
か
ら
、
気
温
が
40
℃
以
上 

と

な
る
日
を
「
酷
暑
日
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

猛
暑
日
（
35
℃
以
上
）
で
も
体
に

こ
た
え
る
の
に
、
酷
暑
日
と
い
う
言

葉
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
私
が
小
学

生
だ
っ
た
頃
は
、
夏
休
み
中
に
30
℃

を
超
え
る
日
が
数
え
る
ほ
ど
で
、
扇

風
機
だ
け
で
十
分
涼
し
く
過
ご
せ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
気
候
の
変
化
を

実
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

◆
熊
本
地
震
の
発
生

　

７
月
28
日
に
は
熊
本
で
再
び
大
き

な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
神
奈
川

県
も
い
つ
地
震
に
巻
き
込
ま
れ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
備
え
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

◆
防
災
訓
練
の
ご
案
内

　
９
月
26
日
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
自
治
会
に
未
加
入
の
方
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
安
全
の
た
め

に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
い
ざ
と

い
う
時
に
「
顔
見
知
り
が
い
る
」
「
動

き
が
分
か
る
」
と
い
う
だ
け
で
安
心
感

が
大
き
く
違
い
ま
す
。

（
広
報
部　
髙
瀬
哲
夫
）

編
集
後
記

　

ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
、
生
活
排
水
・
農
薬
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
染
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
50
年
後
、
100
年
後
、
こ
の
地
球
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
孫
や
ひ
孫
の
代

ま
で
、
青
く
見
え
る
地
球
を
残
す
た
め
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
小

さ
い
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
で
き
る
こ
と
を

や
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
身
近
な
真
鶴
町
の
ご
み
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
第
一
に
、
一
人
一
日
当
た

り
の
ご
み
の
発
生
量
が
多
い
こ
と
で
す
。
神
奈
川

県
平
均
の
一
人
一
日
当
た
り
ご
み
量
７
５
３
ｇ
に

対
し
、
真
鶴
町
は
１
，１
１
５
ｇ
と
約
１
・
５
倍
に

も
な
り
ま
す
。
第
二
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も

の
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
）
が
焼
却
処
理
さ
れ
て

い
る
量
が
多
い
こ
と
で
す
。
実
は
平
成
９
年
６
月

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
令
和
４
年
４
月

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
真
鶴
町
で
は
C
D
な
ど
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
、
卵
パ
ッ
ク
、
灯

油
用
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
可
燃
物
扱
い
で
す
。
ご
み

量
削
減
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
次
の
３
Ｒ
活
動
で
す
。

私
た
ち
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
最

初
に
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
「
リ
デ
ュ
ー
ス

（Reduce

）
」
で
す
。
マ
イ
バ
ッ
ク
の
利
用
、

簡
易
包
装
、
生
ご
み
堆
肥
（
自
治
会
連
合
会
「
自

治
会
だ
よ
り
」
１
１
２
号
に
詳
細
記
載
＊
：
ス
マ

ホ
で
検
索
で
き
ま
す
）
、
詰
め
替
え
ボ
ト
ル
使
用

な
ど
で
す
。
次
に
再
使
用
（
も
の
を
大
切
に
、
繰

り
返
し
使
う
）
「
リ
ユ
ー
ス
（Reuse

）
」
で

す
。
い
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
捨

て
る
の
で
は
な
く
も
う
一
度
使
え
な
い
か
、
別
の

こ
と
に
使
え
な
い
か
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ

ザ
ー
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
で
す
。
最
後
に
ご
み

と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
「
資
源
」
と
し
て

正
し
く
分
け
て
出
す
「
リ
サ
イ
ク
ル

（Recycle

）
」
で
す
。
新
聞
・
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
雑
誌
な
ど
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
プ

ラ
マ
ー
ク　
　

の
付
い
て
い
る
も
の
）
は
工
業
用

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
、
衣
類
（
古
布
）
の
一
部
は
反

毛
と
し
て
車
の
内
装
材
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
中
身
に

そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
尚
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
食
品
ト
レ
ー
・
洗
剤
ボ
ト

ル
・
調
味
料
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
）
を
分
別
す
る
と
き

は
日
常
的
に
発
生
す
る
も
の
な
の
で
、
汚
れ
を
除

去
す
る
な
ど
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

大
事
な
こ
と
は
私
た
ち
一
人
一
人
の
意
識
の
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!!

＊
「
自
治
会
だ
よ
り
」
１
１
２
号
（
令
和
５
年
９

月
）
で
は
特
別
委
員
会
の
報
告
と
し
て
生
ご
み

堆
肥
の
ほ
か
、
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
、
ご
み
出

し
が
困
難
な
方
の
た
め
の
対
応
、
ご
み
集
積
所

に
ル
ー
ル
な
ど
の
看
板
を
出
す
な
ど
の
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。

自治会連合会
ホームページ
自治会の活動内容を
紹介しています。
是非ご覧ください。

１　　　自治会だより　R8.9.15号 自治会だより　R8.9.15号　　　４

第二弾

も
う

た
ん

ごみを減らす方法、あります！

「
地
球
を
ず
っ
と
青
く
見
え
る
惑
星
に
す
る
た
め
に
」

（
真
鶴
町
自
治
会
連
合
会
で
の
取
組
や
湯
河
原
町
真
鶴
町
プ
ラ
ご
み
等

　
資
源
化
減
量
化
検
討
委
員
会
に
出
席
し
て
の
考
察
）

陶芸サークル

【コミュニティ真鶴】（真鶴504-1） 月水金土10時～17時 ／ ℡ 68-0789

　昔の暮らしには、物を無駄にしない知恵がたくさんあ
りました。今、その知恵が「ごみを減らす方法」として
見直されています。生ごみを土に還す「キエーロ」、草
木をたい肥にする「バイオネスト」。使わなくなった洋
服・小物・食器などは、リユースコーナーで次の人へ。
雨水を貯めて活用する「雨水タンク」もあります。こう
した取り組みをコミュニティ真鶴で実践しています。ぜ
ひ当施設でご覧いただき、ご家庭でもできることを一つ
始めてみませんか。

　

陶
芸
の
「
八
芸
会
」
で
す
。
土
に

触
れ
作
品
に
仕
上
げ
て
い
く
工
程
の

中
で
、
自
分
の
作
り
た
い
も
の
に
近

づ
け
て
い
く
事
を
楽
し
み
、
ま
た
仲

間
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
形
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
素
焼

き
、
釉
薬
が
け
、
そ
し
て
い
よ
い
よ

本
焼
き
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
待

ち
に
待
っ
た
窯
出
し
で
す
。
「
焼
き

上
が
り
は
ど
う
か
な
」
「
自
分
が

思
っ
て
い
た
よ
う
に
焼
き
上
が
っ
て

い
る
か
な
」
・
・
・
・
。
ド
キ
ド

キ
、
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。
焼
き
上
が
っ

た
作
品
を
前
に
「
こ
の
器
に
ど
ん
な

料
理
を
盛
り
付
け
よ
う
か
」
ま
た

「
花
瓶
に
は
ど
ん
な
花
を
活
け
よ
う

か
な
」
と
作
品
を
眺
め
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
休
み
に
は

「
子
供
陶
芸
教
室
」
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
60
名
余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供

の
頃
陶
芸
教
室
に
参
加
し
た
方
が
親
に
な
り
、

今
度
は
そ
の
お
子
さ
ん
が
教
室
に
参
加
す
る
事

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
作
品
が
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
大
人
の
陶
芸
教
室
」
も
開
催
致
し
ま
す
。
子

供
の
頃
を
思
い
起
し
、
今
度
は
大
人
の
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
会
員
募
集
中
で
す
。
活

動
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
週
一
回
（
火
、
水
、

金
）
の
何
れ
か
の
１
日
で
す
。

令和７年度町民文化祭の様子（提供：社会教育係）



避
難
所
開
設
の
主
な
流
れ

当
日
の
動
き

指定避難所
時間 内　　　　容

岩ふれあい館（旧岩小学校）、 ひなづる幼稚園、 まなづる小学校、 真鶴中学校

想定地震発生
避難訓練開始 （サイレン、防災行政無線による町内放送）
〇指定避難所へ集合
　➡施設安全確認 （避難所施設の安全を確認する）
　➡避難所の開設 （キーボックスより鍵を取り出し開錠）
　➡建物内に避難誘導
〇役割の決定➡避難所運営委員会立ち上げ➡班毎に訓練実施（中学生は各班に分かれ行動する）
　※避難所ごとにシナリオを検討し訓練実施する
　　運営委員長　→　全般指導・安全管理
　　総　務　班　→　避難者の周知・誘導 受付の設置
　　施　設　班　→　物品の搬出 避難スペースの区割り
　　救　護　班　→　救護用品の搬出　救護・衛生活動
　　物　資　班　→　食糧等の物品の搬出 案内表示
訓練一時中止（昼食準備）
自衛隊による炊き出しカレーの配膳・試食
訓練終了
片付け終了

8：30 
9：00

11：30 
11：50 
12：30 
13：00 

３　　　自治会だより　R8.9.15号 自治会だより　R8.9.15号　　　２

地
域
の
絆

プ
レ
イ
バ
ッ
ク

岩
兒
子
ま
つ
り

令
和
８
年
７
月
19
日
㈰

　
　
　 

（
宵
宮
18
日
）

岩
海
岸
夏
ま
つ
り

令
和
８
年
８
月
１
日
㈯

貴
船
ま
つ
り

令
和
８
年
７
月
25
日
㈯

　
　
　 

（
宵
宮
24
日
）

　真鶴町の重要伝統文化行事である
「岩兒子まつり（兒子神社例大
祭）」が、今年も地域の皆様のご協
力のもと無事に挙行されました。当
日は囃子・花山車・神輿が岩地区を
練り歩き、クライマックスの神輿と
花山車のぶつかり合いには多くの観
客が魅了されました。宵宮では岩地
区自治会と宵宮会（元子ども会役

員）による夜店が開かれ、子どもから大人まで楽しめる賑や
かなひとときとなりました。

　真鶴町の伝統行事で、日本三大船祭りの
一つとして知られる「貴船まつり」が盛大
に開催されました。貴船まつりは、国指定
重要無形民俗文化財として受け継がれてい
る祭礼で、豊漁と無病息災を祈願するもの
です。町内では、鹿島連・花山車・神輿
連・本神輿が巡行し、威勢の良い掛け声と
ともに大変賑やかな雰囲気に包まれ活気の
ある祭りとなりました。２５日の本祭では１８時頃からの雷と土砂降り
の雨でクライマックスの海上渡御と神輿階段上りの行事は中止となりま
したが、雨天の中でも奉納花火が打ち上げられ夜空を彩りました。

昨年は台風の影響で中止となった
「岩海岸夏まつり」・「豊漁豊作
祭」ですが、今年は天候にも恵ま
れ予定通り開催する事が出来まし
た。先祖供養・商売繁盛・家内安
全等の思い思いの願いが書かれた
500基の灯篭が海上に静かに曳航
され、海面にゆらめく灯りが幻想
的な光景をつくりだしていました。
僧侶による法要は厳粛に執り行われ、参列者はそれぞれの願い
を胸に静かに手を合わせていました。クライマックスの海上花
火では夜空に大輪の光が広がり、
会場から歓声があがっていました。

総合防災訓練のお知らせ
　9月26日（土）避難所運営訓練を実施します。大規模災害時に地域住民が中心となって、指定避難所を円滑
に立ち上げるための実践的な訓練です。　今回の訓練では行政の到着を待たず、参加した住民が主体となって
避難所の安全確認や受付の設置、避難スペースの設置などを行います。

　みなさんの参加をお願いします。災害はいつ起こるかわかりません。いざというときに地域で助け合い、落ち着いて
行動できるよう、ぜひ訓練に参加しましょう。避難訓練には、隣近所お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。


